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遠賀川河畔での幼鰻捕獲作業

人のうこき（謹絆勘
人　　目　10，086人　（－271

男　　　　4．785　　（一21）

攻　　　　5．301　　（－6）

世階数　　2．740声　（「4）

（）内は前月　比

i‾　し　　　4月のこよみ
上
八
日
　
身
体
随
喜
者
福
祉
法
記
念

〃
∴
∴
∴
∴
山
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
誰
和

紀
念
6

－
九
日
　
大
里
誕
生
日

〓
　
世
界
保
護
デ
ー

〓
　
購
入
の
日
　
柄
人
週
間

目
　
メ
ー
ト
ル
法
公
布
記
念
日

八
　
日
　
発
明
の
ロ

ー
口
　
述
信
記
念
日
　
郵
政
週
間
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カ　ギかけて　隣に声かけ　無事な留守

水
田
埋
立
の
届
出
に

つ
い
て

水
田
の
埋
立
は
、
農
地
法
に
よ
る
4

・
5
条
の
転
用
許
可
若
し
く
は
浅
地
法

施
行
細
則
第
3
条
に
よ
る
公
共
団
体
等

の
行
う
転
用
届
出
蕾
の
受
理
（
例
え
は

公
共
工
部
の
残
土
拾
場
等
に
よ
る
転

用
）
又
は
、
水
田
を
畑
、
樹
園
地
に
地

目
変
更
す
る
場
合
の
届
出
の
み
に
限
ら

れ
ま
す
。
無
断
で
埋
立
す
れ
ば
農
地
法

違
反
、
無
断
転
用
と
し
て
取
扱
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
葱
し
ま
す
。

こ
の
場
合
必
ず
郵
刷
に
町
賎
業
委
員
会

に
所
定
の
手
続
き
を
さ
れ
ま
す
“
i
乳
／
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
記

水
田
を
畑
樹
園
地
と
し
て
地
目
変
更
す

る
場
合
、
次
の
条
件
が
満
た
さ
れ
な
い

場
合
は
埋
立
で
き
ま
せ
ん
。

1
　
度
菜
振
興
地
域
で
、
農
用
地
の
指

定
が
さ
れ
て
い
る
水
田
で
な
い
こ

と。
2
　
荘
前
に
、
部
落
生
産
組
合
長
の
承

認
（
認
印
）
を
受
け
る
こ
と
。
（
水

田
を
畑
に
変
更
す
る
届
出
評
…
町
産

業課）

3
　
公
共
団
地
（
用
悪
水
路
、
道
路
）

の
占
用
が
あ
る
場
合
は
、
占
用
許

可
、
法
敵
埋
立
の
あ
る
場
合
は
、
埋

立
許
可
を
受
け
る
こ
と
（
道
路
法
赦

埋
立
許
可
申
謂
替
…
町
建
設
課
又
は

北
九
州
土
木
奉
務
所
用
地
課
）

埋
立
に
醸
し
、
暁
界
を
明
ら
か
に

す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
そ
の
手
続

が
完
了
し
て
い
ろ
こ
と
。
（
県
町
有

地
塊
界
設
語
頭
～
町
建
設
課
又
は
北

九
州
土
木
野
務
所
用
地
課
）

新
装
の
方
は
、
町
農
薬
委
員
会
に
屈

曲
辞
の
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、
手
続

を
し
て
下
さ
い
。
尚
、
詳
細
は
地
元
農

薬
委
員
及
び
、
町
農
薬
委
員
会
に
お
寿

ね
下
さ
い
。

飼
い
犬
は
か
な
ら
ず

つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う

遠
賀
町
飼
い
犬
畷
締
り

条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

殿
近
、
犬
に
よ
る
被
害
が
各
地
で
発

生
し
て
い
ま
す
。
わ
が
子
の
よ
う
に
か

わ
い
い
犬
で
も
、
飼
い
方
を
誤
る
と
人

に
か
み
つ
い
た
り
、
田
畑
を
荒
ら
し
た

り
し
て
他
人
に
大
変
迷
惑
を
か
け
ま

す。
そ
こ
で
、
本
町
で
は
五
月
一
日
か
ら

飼
い
犬
取
締
り
条
例
が
施
行
さ
れ
ま

す。

こ
の
条
例
の
お
も
な
条
項
を
抜
す
い

し
ま
す
。
邁
反
し
な
い
よ
う
注
慈
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

条
例
（
抜
す
い
）

第
三
粂
　
飼
い
主
は
、
飼
い
犬
を
け
い

留
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
　
飼
い
犬
は
、
こ
れ
を
制
御
す

る
こ
と
が
で
き
る
者
で
な
け
れ
ば
巡

れ
出
し
で
は
な
ら
な
い
。

2
　
か
む
お
そ
れ
の
あ
る
飼
い
犬
を
連

れ
出
す
と
き
は
、
口
輪
を
か
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条
　
何
人
も
犬
を
捨
て
て
は
な
ら

ない。

2
　
飼
い
主
が
飼
い
犬
の
飼
育
を
や
め

る
場
合
は
、
新
た
に
飼
い
主
が
あ
る

場
合
の
は
か
、
当
該
飼
い
犬
を
狂
犬

病
予
防
法
第
三
条
に
規
定
す
る
狂
犬

病
予
防
貝
（
遠
賀
保
健
所
）
又
は
町

長
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い。
第
十
二
条
　
第
三
条
の
規
定
に
避
反
し

て
飼
い
犬
を
け
い
留
し
な
か
っ
た

者
、
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
邁
反

し
て
飼
い
犬
を
捨
て
た
者
又
は
第
九

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
け
出
を

怠
り
、
若
し
く
は
偽
り
の
届
け
出
を

出
し
た
者
は
三
万
円
以
下
の
罰
金
又

は
科
料
に
処
す
る
。

狂
犬
病
予
防
注
射
（
追

加
）
実
施
に
つ
い
て

さ
る
四
月
一
日
、
二
日
の
二
日
間
、

予
防
注
射
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
ま
だ

か
な
り
受
け
て
い
な
い
犬
が
お
り
ま
す

再
度
も
れ
た
犬
を
対
象
に
行
な
い
ま
す

の
で
必
ら
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
4
月
鮪
口

1
0
時
～
1
6
時
ま
で

場
所
　
遠
賀
町
役
場

※
　
な
お
、
当
日
不
用
犬
を
引
き
取
り

ま
す
の
で
、
お
り
ま
し
た
ら
役
場
ま

で
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

人
権
相
殻
・
心
配
ご
と

相
識
の
合
同
相
談
所

開
設
の
お
知
ら
せ

人
権
を
中
り
育
て
て
よ
い
社
会

も
し
め
な
た
の
身
の
ま
わ
り
に
、
理

由
な
く
無
理
を
強
い
ら
れ
た
り
、
人
格

を
無
視
さ
れ
た
り
し
て
悩
ん
で
お
ら
れ

る
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
又
蔑
地
、
借

地
借
家
、
金
銭
貸
借
、
戸
籍
、
叢
弛
、

交
通
郵
政
、
家
庭
内
の
心
配
ご
と
、
そ

の
他
一
般
の
法
律
問
題
で
お
困
り
の
力

は
、
ご
遠
慮
な
く
気
軽
に
相
談
に
お
出

で
く
だ
さ
い
。

当
日
は
法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委

員
、
民
生
委
員
等
が
相
談
に
応
じ
ま

す。○
相
談
日
時
・
場
所

5
月
9
日
（
木
）
1
0
時
～
1
5
時

遠
賀
町
公
民
館
広
間

心
配
ご
と
柏
韻
目
の
お
知
ら
せ

昭
和
四
十
九
年
度
よ
り
心
配
ご
と
相

談
所
を
毎
月
二
回
開
設
い
た
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
交
通
疎
放
、
家
慶
の
問

題
、
大
概
、
そ
の
他
日
常
の
心
配
こ
と

の
あ
る
方
は
是
非
、
気
軽
に
相
談
に

お
い
で
く
だ
さ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま

す。
な
お
、
相
談
日
は
毎
月
十
日
、
二
十

三
日
に
開
設
し
ま
す
。

（
当
日
が
土
、
日
間
の
場
合
は
月
雌
に

変
更
し
ま
す
）

今
月
の
開
設
日
は

1
月
2
3
日
　
午
後
一
時
～
四
時

町
公
民
館
広
間

5
月
1
0
日
は
人
権
相
談
と
の
合
同
相

談
所
開
設
の
た
め
、
5
月
9
日
（
木
）

に
変
更
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
申
請

免
除
の
手
続
に
つ
い
て

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
現
在
毎
月

九
〇
〇
円
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
保
険
料
を
納
め
な
く

て
も
、
家
計
が
謹
し
く
て
納
め
ら
れ
な

い
と
か
、
失
業
や
災
雷
な
ど
で
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
そ
の
保
険
料

が
免
除
さ
れ
ま
す
。
免
除
に
は
、
法
律

で
定
め
ら
れ
て
い
る
条
件
に
あ
て
は
ま

れ
ば
届
出
を
す
る
だ
け
で
免
除
す
る
場

合
（
法
定
免
除
）
と
、
納
め
ら
れ
な
い

薄
情
を
諾
い
だ
申
請
球
春
だ
し
て
菓
細

部
の
承
認
に
よ
っ
て
免
除
す
る
場
合

（
申
請
免
除
）
　
の
二
通
り
が
あ
り
ま

す。。
法
定
免
除

1
　
国
民
年
金
の
障
害
年
金
、
障
害

福
祉
年
金
、
母
子
福
祉
年
金
の
受

給
櫛
者
。

2
　
生
活
保
護
法
に
よ
る
狂
活
扶
助

ら
い
予
防
法
の
援
助
を
受
け
る
と

き
○

。
申
請
免
除

1
　
所
得
が
な
い
と
き
。

2
　
生
活
扶
助
以
外
の
扶
助
を
う
け

て
い
る
と
き
。

3
　
所
得
が
少
く
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
詳
し
く
困
難
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
と
き
。

以
上
が
免
除
の
内
蓉
で
す
が
、
周
話

さ
れ
る
方
は
、
左
記
期
日
迄
手
続
を
し

て
下
さ
い
。

1
　
申
請
糊
口
　
六
月
三
十
日
ま
で

2
　
申
話
場
所
　
厚
生
棟
福
祉
係

3
　
持
参
す
る
も
の

印
鑑
、
国
民
年
金
手
帳
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昭
和
4
9
年
度
結
核
集
団

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
実
施

に
つ
い
て

私
達
が
明
る
い
生
活
を
営
む
た
め
に

は
、
常
に
健
康
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。見
か
け
の
健
康
は
あ
て
に
な
り
ま
せ

ん。
結
核
患
者
1
0
人
の
う
ち
8
人
ま
で
、

自
分
の
病
気
に
き
づ
か
す
働
い
て
い
ま

す。

遠
賀
町
で
も
鰭
核
患
者
は
九
十
三
名

で
結
核
発
病
の
恐
れ
が
あ
る
人
が
百
六

十
一
名
も
新
た
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
結
核
は
伝
染
病
で
自
分

だ
け
で
な
く
、
社
会
に
迷
惑
を
か
け
ろ

病
気
で
す
。

こ
れ
ら
恐
し
い
鯖
核
は
私
選
の
町
か

ら
撲
滅
す
る
た
め
に
、
本
年
も
鮨
核
集

団
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
次
の
よ
う
に
実

施
い
た
し
ま
す
の
で
、
一
家
そ
ろ
っ
て

必
ず
レ
ン
ト
ゲ
ン
披
影
を
お
受
け
く
だ

さ
い
。

求
菩
提
山
バ
ス
ハ
イ
ク
募
集

主
催
　
遠
賀
山
友
会

今
回
、
遠
賀
山
友
会
に
よ
り
家
族
そ

ろ
っ
て
行
け
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
現
地
で
は
歌
や
ゲ

ー
ム
な
ど
楽
し
く
す
ご
す
よ
う
に
計
面

し
て
い
ま
す
の
で
、
家
族
そ
ろ
っ
て
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

。
期
日
　
　
五
月
十
九
日
（
日
曜
日
）

o
集
合
時
間

o
集
　
　
合

。
会
　
　
費

e
連
絡
先

七
時
0
0
分

場
所
遠
賀
川
駅
前

小
人
一
、
0
0
0
円

大
人
一
、
二
〇
〇
円

昼
間
は
、
遠
賀
町
役
場
内

中
間
水
道
∴
松
井
ま
で

③
・
1
2
3
4

（
夜
）
前
杢
康
之

⑨
・
8
2
6
3

障
害
福
祉
年
金
－
一
級
ま
で
支
給
範
囲

拡
大
に
つ
い
て

厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
と
も
な
い
、
今
ま

で
一
級
障
害
者
の
み
障
害
福
祉
年
金
の

支
給
を
し
て
い
た
の
を
、
二
級
障
害
者

に
も
、
昭
和
四
十
九
年
四
月
か
ら
支
給

す
る
よ
う
に
改
正
に
な
り
ま
し
た
。

該
当
者
は
厚
生
課
福
祖
係
に
お
再
ね

く
だ
さ
い
。

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集
の

お
知
ら
せ

県
で
は
、
県
政
に
対
す
る
県
民
の
摺

さ
ん
の
惑
見
や
要
望
な
ど
を
お
聞
き
す

る
た
め
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
い
た

し
ま
す
。

1
　
応
募
資
格

県
内
居
住
者
で
選
挙
櫛
を
有
す
る

人
。
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
国
、

地
方
公
共
団
体
の
議
会
磯
貝
、
公
務

員
や
行
政
相
談
員
、
国
政
モ
ニ
タ
ー

市
・
町
・
村
政
モ
ニ
タ
ー
、
消
費
生

活
モ
ニ
タ
ー
で
な
い
人
。

2
　
依
頼
期
間

5
0
年
3
月
乱
国
ま
で

3
　
応
募
手
続

希
望
者
は
「
郵
便
は
が
き
」
に
、

用
住
所
、
㈲
氏
名
、
㈲
郵
便
番
号
、

㈲
璃
話
番
号
（
あ
る
人
だ
け
）
、

㈲
性
別
、
㈹
年
令
、
S
職
業
、
㈲
応

募
の
動
機
、
を
犯
人
し
て
福
岡
市
中

央
区
天
神
一
丁
目
一
番
一
号
（
〒
八

一
〇
）
福
岡
県
総
務
部
広
報
室
公
聴

係
（
嘱
話
0
9
2
・
㈲
・
6
0
5
0

（
垣
通
）
、
ま
た
は
0
9
2
・
㈲
・

1
1
1
1
（
代
表
）
、
内
線
5
4
6

・
2
1
8
）
あ
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

4
　
応
募
期
間

四
日
三
十
日
（
火
）
消
印
ま
で
有
効

です。腰

を

丈

夫

に

挫
蟻
の
ひ
と
つ
の
目
安
と
し
て
「
足

腰
が
丈
夫
」
と
い
う
こ
と
が
よ
く
い
わ

れ
ま
す
。
人
間
の
か
ら
だ
は
脊
柱
、
骨

盤
を
へ
て
下
半
身
の
上
に
の
っ
て
い
ま

す
か
ら
、
頓
は
か
ら
だ
の
働
き
の
中
心

と
い
え
ま
す
。

皆
は
頓
の
病
気
と
い
う
と
老
人
が
お

も
だ
っ
た
の
で
す
か
、
最
近
は
若
い
人

に
腰
痛
が
ふ
え
て
い
ま
す
。
原
因
は
通

勤
不
足
と
悪
い
姿
勢
に
よ
る
も
の
だ
と

い
い
ま
す
。

遊
動
不
足
で
腰
背
部
の
筋
肉
が
襲
え

る
た
め
に
、
腰
椎
を
正
し
く
保
つ
こ
と

が
で
き
ず
、
腰
部
神
経
痛
に
な
る
と
推

定
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
が
進
行
す
れ
ば

腹
部
内
臓
へ
も
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
問

に
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
に
よ
る
腰
痛

も
ふ
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
悪
い
姿
勢

に
大
き
な
関
係
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

一
日
中
背
中
を
丸
め
て
机
に
直
っ
て
い

る
な
ど
、
細
か
が
み
の
憩
い
姿
勢
ほ
ど

椎
個
板
に
無
期
な
力
が
加
わ
っ
て
く
る

か
ら
で
す
。

イ
ス
に
す
わ
る
と
き
は
尻
を
思
い
き

っ
て
イ
ス
の
奥
に
も
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
自
然
に
岬
宵
は
シ
ャ
ン
と
な
り
、

胸
も
脹
っ
て
き
ま
す
。
朝
、
昼
、
椀
に

ニ
ー
二
分
ず
つ
体
操
を
す
る
よ
う
心
か

け
ま
し
ょ
う
。
歩
く
と
き
も
ポ
ケ
ッ
ト

に
手
を
入
れ
ず
、
胸
を
破
り
、
大
手
を

披
っ
て
夢
き
ま
し
ょ
う
。

交
通
安
全
メ
モ

自
転
車
の
利
用
者
へ

C
狭
い
道
か
ら
広
い
通
に
出
る
と
き
、

見
通
し
の
憩
い
所
で
は
一
時
停
止
を

励
行
し
、
安
全
を
確
認
を
し
ま
し
ょ

、フo

。
右
左
折
の
合
図
は
早
目
に
か
励
磁
〟

に
行
い
危
険
な
箇
所
で
は
、
左
足
を

つ
け
て
必
ず
一
時
停
止
し
ま
し
ょ
う

し
尿
処
理
施
設
の
作
業
員

募
集
の
お
知
ら
せ

中
間
市
、
遠
賀
郡
四
力
町
環
墳
衛
生

施
設
組
合
で
は
、
職
員
（
作
業
員
）
を

若
干
名
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望

者
は
四
月
二
十
日
（
土
）
正
午
ま
で
に

当
組
合
聾
窮
屈
（
水
巻
町
大
字
猪
熊

地
謡
0
9
3
・
㈲
・
2
1
8
4
）
に
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
験
申
込
み
用
紙
の
絹
求
、
詳
し
い

こ
と
の
お
尋
ね
は
当
組
合
郵
務
局
に
し

て
く
だ
さ
い
。
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毎月1日・20日は交通安全の日　第3日曜日は家庭の日

－
今
月
の
税
金

軽
自
動
車
税
　
　
全
　
期

納
　
期
　
限
　
四
月
二
十
五
日

期
限
内
に
完
納
し
ま
し
ょ
う
　
ー

農
地
法
に
基
づ
く
各
種

申
請
書
類
の
提
出
期
限

変
更
の
お
知
ら
せ

農
地
法
第
三
条
、
四
条
、
五
条
、
二

〇
条
及
び
農
地
取
得
資
金
の
借
入
申
込

等
の
書
類
は
従
来
毎
月
一
〇
日
締
切
り

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
蒋
務
処
班
の
都

合
上
、
四
月
以
降
は
、
毎
月
末
日
ま
で

締
切
り
翌
月
上
旬
に
県
へ
進
達
す
る
よ

う
に
変
更
し
ま
し
た
の
で
蕾
類
提
出
に

欠
期
な
き
ょ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
遠
賀
町
役
場
産
薬
課
）

郷
土
資
料
館
陳
列
品
の

寄
贈
方
に
つ
い
て（お願い）

遠
賀
川
に
白
帆
を
ふ
く
ら
ん
だ
舟
が

上
り
下
り
し
た
、
の
ど
か
な
風
景
と
堂

積
の
稲
穂
が
黄
金
の
波
打
つ
遠
賀
平
野

の
中
心
地
、
か
つ
て
の
純
朴
な
遠
賀
も

昔
の
夢
、
今
は
時
勢
の
波
に
乗
っ
て
次

々
に
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
の
総
合

計
画
に
よ
れ
ば
背
の
遠
賀
は
一
変
し
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
昔
の
農
村
遠
賀
の
面
影
を

少
し
で
も
留
め
て
後
世
の
人
々
に
残
し

た
い
と
思
い
郷
土
資
料
館
（
仮
称
）
の

設
立
を
恩
い
た
ち
ま
し
た
。
皆
様
方
の

い
な
塵
の
間
や
倉
廟
の
申
、
家
の
片
隅

に
眠
っ
て
い
る
昔
の
鮭
機
具
を
は
じ

め
、
遠
さ
遠
賀
を
語
る
資
料
な
ど
あ
り

ま
し
た
な
ら
ば
御
番
場
ま
た
は
お
貸
し

く
だ
さ
れ
ば
、
こ
の
資
料
館
に
陳
列
し

て
参
考
に
挟
し
だ
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
貨
重
な
品
が
あ
り
ま
す
な

ら
ば
教
育
委
員
会
郵
務
局
に
御
一
報
く

だ
さ
れ
ば
職
員
が
お
伺
い
し
て
ご
相
談

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
御
協
力
く
だ
さ
い
。

日
本
赤
十
字
社
資
に

御
協
力
願
い
ま
す

日
本
赤
十
字
社
は
博
愛
榔
祁
に
よ
り

ご
賛
同
い
た
だ
い
た
方
を
社
員
と
し
、

年
額
三
〇
〇
円
以
上
出
資
頼
っ
て
お
り

ま
す
、
本
町
で
は
近
く
日
赤
奉
仕
団

（
婦
人
会
）
等
を
通
じ
社
員
兆
嬢
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
の
で
御
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
顔
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
祉
貝
は
各
揺
災
害
の
救

済
、
救
援
、
ガ
ン
検
診
な
ど
国
内
は
勿

論
、
海
外
に
も
愛
の
手
を
さ
し
の
べ
世

界
平
和
の
た
め
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
こ
の
博
愛
雑
神
の
主
旨
に

ご
賛
同
願
い
一
人
で
も
多
く
の
方
の
ご

協
力
を
願
い
ま
す
。

定
期
予
防
接
種
実
施
に

つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）

次
の
と
お
り
予
防
接
種
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
該
当
者
は
受
け
て
く
だ
さ
い

寵

◎
－
－
一
種
混
合

一
、
日
時四
月
三
十
日
（
第
一
回
）

」
へ
月
十
円
（
第
二
回
）

じ
月
二
　
日
（
第
三
国
）

時
間
は
い
ず
れ
も
受
付
1
3
時
－
1
4
時

接
穂
1
4
時
～
1
5
時
ま
で

∵
、
場
所
∴
遼
檀
町
公
民
館
ホ
ー
ル

三
、
対
象
者

坐
後
三
カ
月
－
」
八
カ
月
の
人
お
よ

び
三
回
受
け
た
人
で
、
そ
の
後
十

二
カ
月
－
十
八
カ
月
に
李
る
人
。

◎
生
ワ
ク
（
小
児
マ
ヒ
）

一
、
日
時五
月
十
八
日

受
付
　
十
三
時
～
十
四
時

投
与
　
十
四
時
－
十
五
時
ま
で

二
、
場
所
　
遠
賀
町
公
民
館
ホ
ー
ル

三
、
対
象
者

生
後
三
カ
月
－
十
八
カ
月
の
人

で
、
六
週
間
以
上
の
陶
か
く
で
二

回
の
ま
せ
る
。

◎
母
子
手
隈
お
よ
び
向
か
ん
を
必
ず
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

検
便
の
受
付
時
間
変
更

に
つ
い
て

毎
月
行
な
い
ま
す
給
食
、
食
品
、
水

道
関
係
者
の
定
期
検
便
受
付
時
間
を
四

月
か
ら
1
0
時
か
ら
日
時
に
変
更
い
た
し

ます。な
お
閏
月
か
ら
の
検
便
日
程
は
次
の

と
お
り
で
す
。

四
月
二
十
二
日
、
五
月
二
十
日
、
六

月
十
七
日
、
七
月
二
十
二
日
、
八
月

十
九
日
、
九
月
二
十
四
円
、
十
月
二

i
－
⊥
H
、
上
一
月
十
八
日
、
「
二
月

二
十
三
円
。
時
間
は
い
ず
れ
も
1
0
時

か
ら
Ⅱ
時
、
場
所
は
役
場
保
健
室
で

す。
環
境
衛
生
施
設
組
合
職
員

募
集
の
お
知
ら
せ

芦
屋
町
ほ
か
三
力
町
環
揃
鶴
生
施
設

組
合
で
は
、
労
務
職
員
を
二
名
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
審
理
者
は
、
四
月
ニ

ー
‖
　
（
上
）
正
午
ま
で
に
、
組
合
事
務

局
（
華
牒
町
大
君
ゴ
ミ
処
理
場
）
　
に
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
受
験
申
込
蕾
は
遠

類
町
役
場
衛
生
係
に
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
当
郵
務
局

（
砲
話
0
9
3
・
㊧
・
1
4
2
7
）
に

お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

伝
染
病
組
合
の
看
護
婦

募
集
の
お
知
ら
せ

遠
賀
郡
岡
垣
町
ほ
か
三
力
町
伝
染
病

組
合
で
は
、
看
護
婦
を
一
名
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
四
月
二
十
日

（
土
）
正
午
ま
で
に
、
組
合
郵
務
局

（
岡
垣
町
役
場
住
民
課
内
）
に
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
受
験
申
込
誹
は
遠
賀
町

役
場
衛
生
係
に
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
当
組
合
（
超

洒
0
9
3
2
8
・
②
・
1
2
1
1
内
線

2
4
番
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

寄

付

お

礼

次
の
万
か
ら
町
社
会
稲
祉
協
議
会
に

ご
脊
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封

散
大
角
好
徳
殿

（遠賀川）

故
山
肉
塊
手
放

（遠賀川）

故
矢
野
モ
モ
ヱ
殿

（広∴鵬）

牧
田
小
町
太
郎
殿

（賀賀川）

六
角
　
政
江
殿

山
内
一
太
郎
殿

矢
野
∴
∴
白
面

田
中
地
溝
雑
穀


